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On "Daro", "Daa", "De", and "Dee" in the Tokushima dialect 
Takeshi SHIMADA 
 




This paper aims to describe the functional characteristics of four sentence-closing particles,"da
ro", "daa", "de", and "dee" in the dialect of Tokushima spoken in the eastern part of Shikoku,
 which is one of the four main islands of Japan. "Daro" has the function of supposition. "Da
a" is an allomorph of "daro", which stands for inference and the request to agree to it. "De"
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(9) ホラホーダー ／ *ホラホージャー* 4 cf. ホラホージャロ
(10) イクダー ／ *イクジャー cf. イクジャロ
(11) イッタダー ／ *イッタジャー cf. イッタジャロ
(12) カカンダー ／ *カカンジャー cf. カカンジャロ










    図 1 徳島県の方言区画
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3. 3. 1.  
 
 
      
(21) HHH  
(22) HLH  
(23) LLH  
(24) LHLH  
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  (25) （お菓子）     イルデ？  HHH （要る？）
  (26) （テレビ）     ミルデ？  LLH （見る？）
  (27) （もう荷物は）   キタデ？  HLH （来た？）
  (28) （捜し物は）    ナンデ？  LLH （何かな？）










3. 3. 2. 推定判断の「デ」
 次に(18)のような「確信を持って意志を告げる」とされている「デ」の例を見る。
     状況           例    音調   対応する意味
  (30) （バスはもうすぐ）    クルデ   LLH  （（心配しなくても）来るよ。） = (18) 
  (31) （言われなくても自分で） スルデ   HHH  （きっとするよ。）
  (32) （そんな馬鹿なこと）   セーヘンデ HLLLH （きっとしないよ。）
上記の(30)から(32)は動詞または助動詞に「デ」が付加されて、話者の推定判断を表す。この場合の「デ」
は、前にある要素の音調にかかわらず「H」の音調を持つ。したがって 3. 3. 1 節の疑問を表す「デ」と
同じ音調になるので、機能の区別は文脈に依存する。
3. 3. 3. 推定判断の強調の「デ」
 3. 2. 2 節の例文の音調だけが違う形式で、推定判断の強調を表し、話し相手への何らかの働きかけを
することができる。
     状況           例    音調   対応する意味
  (33) （バスはもうすぐ）    クルデ   LHL  （来るよ。急いで／安心して。）
  (34) （言われなくても自分で） スルデ   HHL  （するよ。口出ししないで。）








  i. *誰か？  誰だ？   誰？  ／ 誰だい？ ／ 誰かな？   など
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(36)   HLLL   
                                               HLHL 
 
(37) 100 HHLLLL  
 HHLLHL 
(38) HHHL  
 
(36) (37) 2 (HL) LL









       
(39)   LL LLL 
(40)    LH LLH 
(41)     HL 
(42)     H 
(43)    H 
(44)    L 
(45)     HL LL 
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